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福祉
ふ く し

福祉ふ あれ い

　川上いきいき交流館の利用者は、春の遠足に出かけまし
た。今年の遠足は、成羽町長地の夫婦岩とグループホーム
ささゆり苑を見学するコースでした。
　利用者は、夫婦岩や近くの菜の花畑を見て自然の素晴ら
しさを感じ、グループホームささゆり苑での見学は、入居
者の方と楽しく交流ができ、春の遠足を満喫しました。

春の遠足に出かけました  川上いきいき交流館

平成23年度 事業計画・予算について…2〜3㌻
新 理事・監事・評議員へ委嘱状を交付、
　　　　　　　平成22年度会費について等…4㌻
会長就任・退任挨拶、福祉施設の作品展示…5㌻
訪問介護事業所の紹介…6〜7㌻
ふれあいサロン活動…8㌻
ふれあいサロンの申請、ふれあい相談日等…9㌻
地域福祉活動報告…10㌻
夏のボランティア体験事業、福祉委員の交代等…11㌻
人事異動…12㌻
寄付…13〜14㌻



「ささえあい・たすけあい」の地域づくりに向けて

　平成 23 年度
 事業計画・予算が決まりました

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
四
日
、
高
梁
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
理
事
会
を
、
二
十
五
日
、
高

梁
総
合
文
化
会
館
で
評
議
員
会
を
開
催
し
、
平
成

二
十
三
年
度
の
事
業
計
画
及
び
一
般
会
計
予
算
・
特

別
会
計
予
算
な
ど
が
理
事
会
で
同
意
、
評
議
員
会
で

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
重
点
目
標
を
次
の
と
お
り
掲
げ
各
施

策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
重
点
目
標
）

一
、「
さ
さ
え
あ
い
・
た
す
け
あ
い
」
で
繋
が
る

地
域
福
祉
の
推
進

二
、
更
な
る
会
員
制
度
の
普
及
と
会
員
加
入
の
促

進

三
、
福
祉
委
員
を
中
心
と
し
た
小
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
の
推
進

四
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
健
全
育
成
お
よ
び

連
携
強
化

五
、
介
護
職
員
の
資
質
を
高
め
専
門
性
を
発
揮
し

た
、
よ
り
充
実

し
た
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
提
供

六
、
安
心
し
て
い
き

い
き
と
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
を

目
指
す
「
地
域

福
祉
活
動
計
画
」

策
定
の
着
手

歳入
介護保険収入
210,942千円

38.7%

介護保険事業
260,433千円

47.7%受託金収入
95,006千円
17.4%

法人運営
122,068千円

22.5%

経常経費
補助金収入
107,189千円
19.7%

在宅福祉
サービス事業
114,203千円
20.9%

地域福祉
推進事業
25,773千円
4.7%

共同募金
配分金事業
8,898千円
1.6%

福祉サービス
利用援護事業
3,976千円
0.8%

ボランティア
センター
活動事業
1,788千円
0.3%

その他
8,320千円
1.5%

経理区分間繰入金収入
37,694千円
6.9%

前期末支払資金残高
29,359千円　5.4%

事業収入
23,430千円　4.3%

寄付金収入
14,767千円　2.7%

会費収入
9,958千円　1.8%

（内訳）
・社会福祉協議会賛助会費収入　9,470千円
・福祉移送サービス会員会費収入　488千円
共同募金配分金収入
7,164千円　1.3%

（内訳）
・自立支援費等収入　3,128千円
・会計単位間繰入金収入　1,158千円
・借入金利息補助金収入　164千円
・負担金等収入　5,500千円

その他
9,950千円　1.8%

（内訳）
・資金貸付事業　3,321千円
・保健センター事業　2,243千円
・企画広報事業　2,521千円
・地域福祉活動基金　235千円

歳出

　　一般会計予算　歳入・歳出総額 545,459 千円

　　特別会計予算　公益事業 129,829 千円
収益事業　 5,483 千円

公益事業
129,829千円

収益事業
5,483千円

シルバー人材センター	 103,747 千円
総合福祉センター	 25,638 千円
公園管理事業	 444 千円

高齢者統合在宅支援事業	 5,483 千円
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賛助会費及び寄付金を財源とした事業について
賛助会費を財源とした事業（9,470千円）

事業名 単位（千円） 事業内容

ふれあいのまちづくり事業 1,308 福祉委員連絡会、ふれあい福祉講座、福祉委員活動支援

ふれあい相談事業 248 福祉総合相談、高齢者サービス相談、心配ごと相談、身体障
害者相談

地域福祉活動事業 5,448 ふれあいサロン事業、移送サービス事業（単独）

老人福祉事業 982 米寿肖像写真等贈呈

障害児・母子・児童福祉事業 230 障害者団体活動支援、交通遺児激励金支給事業

災害福祉活動事業 825 被災家屋等復旧費助成事業、災害見舞金支給事業

ボランティアセンター活動事業他 429 学童生徒のボランティア活動普及事業、ボランティア活動保
険料助成事業他

寄付金を財源とした事業（14,767千円）

事業名 単位（千円） 事業内容

企画広報事業 2,521 広報紙の発行

ふれあいのまちづくり事業 1,605 健康福祉のつどい、小地域ネットワーク活動支援

地域福祉活動事業 8,589 地区社協・福祉団体等活動支援

ボランティアセンター活動事業他 1,333 夏のボランティア体験事業、ボランティア団体等助成事業他

老人福祉事業 719 日常生活用具貸出事業

本年度より取り組む事業  地域福祉の推進に繋がる事業を展開します

地域福祉活動計画の策定について 福祉委員連絡会の組織強化

各種ボランティア団体の連携強化

社会福祉協議会の使命である地域
福祉の推進を地域の方と共に取

り組む方向性を示すのが地域福祉活動
計画です。また、社会福祉協議会の地
域福祉活動の基となる重要な計画で
す。

各地区福祉委員連絡会の組織・連携強化を図るため、
市全体組織の連絡会の設立

市内各種ボランティア団体の連携強化を図るため、市
全体組織の連絡会の設立

平成23年度
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四
月
一
日
、
高
梁
総
合
文
化
会
館
に
お
い
て
、

高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
・
監
事
・

評
議
員
の
委
嘱
状
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
役
員
の
任
期
が
満
了

と
な
り
、
理
事
に
新
任
六
人
を
含
む
十
五
人
、
監

事
に
新
任
二
人
を
含
む
三
人
、
評
議
員
に
新
任

十
六
人
を
含
む
三
十
七
人
の
合
わ
せ
て
五
十
五
人

が
新
理
事
、
監
事
、
評
議
員
と
し
て
承
認
さ
れ
、

委
嘱
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
理
事
、
監
事
、
評
議

員
の
任
期
は
、
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
二
年
間
で
す
。
ま
た
、『
地
域
福
祉
の
推
進

を
図
る
団
体
』と
し
て
、委
嘱
を
受
け
ら
れ
た
方
々

の
ご
活
躍
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

理
事
・
監
事
・
評
議
員
の
方
々
は
次
の
と
お
り

で
す
。

《
理

　

事
》

　
　

会　

長　

内
田
親
秀　
（
住
民
代
表
）

　
　

副
会
長　

守
本　

堅　
（
行　
　

政
）

　
　

副
会
長　

吉
岡
伸
子　
（
学
識
経
験
者
）

　
　

理　

事　

田
中
宏
和　
（
住
民
代
表
）

　
　

理　

事　

手
塚
幸
恵　
（
住
民
代
表
）

　
　

理　

事　

古	

林　

　
（
住
民
代
表
）

　
　

理　

事　

加
藤
隆
志　
（
住
民
代
表
）

　
　

理　

事　

中
西
昭
博　
（
住
民
代
表
）

　
　

理　

事　
田
中
猪
三
郎　
（
住
民
代
表
）

　
　

理　

事　

森
野
公
恵　
（
民
生
委
員
児
童
委
員
）

　
　

理　

事　

石
田
清
壽　
（
民
生
委
員
児
童
委
員
）

　
　

理　

事　

山
本
栄
三　
（
学
識
経
験
者
）

　
　

理　

事　

中
山
彰
芳　
（
福
祉
団
体
）

　
　

理　

事　

平
木
生
山　
（
社
会
福
祉
施
設
）

　
　

理　

事　

渡
辺
功
子　
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
）

《
監

　

事
》

　
　

監　

事　

荒
田
祐
吉
（
学
識
経
験
者
）

　
　

監　

事　

中
平
博
文
（
学
識
経
験
者
）

　
　

監　

事　

渡
辺
俊
雄
（
民
生
委
員
児
童
委
員
）

新 理事・監事・評議員 へ 委嘱状を交付

　

平
成
二
十
二
年
度
賛

助
会
費
に
、
市
内
外
の

多
く
の
方
か
ら
ご
理
解

と
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
、

八
百
二
十
二
万
一
千
円
の

会
費
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
貴
重
な
浄
財
は
、

地
域
福
祉
活
動
や
老
人
福

祉
事
業
等
の
事
業
の
財
源

と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
な
お
、
詳

細
に
つ
い
て
は
七
月
発
行

の
「
ふ
れ
あ
い
福
祉
」
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

本
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
皆
さ
ま
と
共
に
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
『
さ
さ
え
あ

い
・
た
す
け
あ
い
』
の
ま

ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
本
年
度
も
賛
助
会
費

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
度

賛
助
会
費
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

平成22年度　社協賛助会費 に ご協力いただいた法人
3 月 1 日から 3月 31 日までに、ご協力いただいた法人名、企業名を掲載いたします。ご協力ありがとうございました。

有漢観光　　ダスキン作州　　株式会社前田サービス岡山　　柳井芳文堂　　株式会社両備システムズ
（順不同、敬称略）

《
評
議
員
》

（
住
民
代
表
）

　
　

樋
口
昭
三　
宮
本
由
美
子　

小
山
倉
雄

　
　

難
波　

崇　

平
野　

剛　

木
村
照
史

　
　

花
田
千
田　

西　

時
江　

本
倉
孝
一

　
　

森
定　

寛　

吉
森
光
男　

堀　

博
志

　
　

難
波
英
夫　

江
田
睦
雄　

山
縣
詳
子

　
　

平
松
幹
男　

西
平
悦
子　

岩
本
哲
二

　
　

山
本
智
雄　

西
江
一
秀　

面
田
安
司

　
　

丹
治　

勇　

中
山
美
江　

大
塚
和
弌

　
　

後
内
久
雄　
森
繁
俊
太
郎　

三
宅
智
子

　
　

藤
原
幸
男

（
児
童
青
少
年
）

　
　

金
澤　

茂

（
保
健
医
療
）

　
　

谷
本
敏
男

（
福
祉
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

　
　
田
中
小
都
美　

佐
藤
一
三　

中
迫
貞
子

（
社
会
福
祉
施
設
）

　
　

畑　

圭
子　

安
原
幸
子　

土
谷
恭
子

　
　

日
向　

豊

委嘱状交付式の様子
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福 祉 施 設 の 作 品 展 示 コ ー ナ ー

利用者が和紙や廃材などで端午の節句に
かぶとを作りました

利用者がお花紙を丸めてうさぎを作りま
した

巨
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

職員が大きな鯉のぼりを作り、利用者が
たくさんの小さな鯉のぼりを貼りました

川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

かぶと 鯉のぼり うさぎ

　

去
る
三
月
三
十
一
日
の
任
期
満
了
を
持

ち
ま
し
て
理
事
・
会
長
を
退
任
い
た
し
ま

し
た
。
退
任
に
あ
た
り
ご
挨
拶
申
し
上
げ

ま
す
。

　

国
史
ま
れ
に
見
る
大
災
害
で
あ
り
ま

す
、
東
日
本
大
震
災
は
、
巨
大
地
震
と
大

津
波
が
襲
い
、
多
く
の
尊
い
生
命
が
奪
わ

れ
、
痛
惜
の
思
い
で
あ
り
ま
す
。
心
か
ら

ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。
ま
た
、
地

球
規
模
で
の
支
援
活
動
が
行
わ
れ
て
お

り
、
一
日
も
早
い
復
旧
復
興
と
な
り
ま
す

よ
う
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

新
高
梁
市
誕
生
に
伴
い
社
会
福
祉
協
議

会
も
平
成
十
七
年
四
月
一
日
に
新
高
梁
市

社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
発
足
し
、
理
事

会
の
ご
推
挙
に
よ
り
初
代
会
長
に
就
任

　

こ
の
度
、
理
事
会
の
ご
推
挙
に
よ
り
高

梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
就
任
に
あ
た
り
、
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。

　

三
月
十
一
日
に
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
、
不
運
に
し
て
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た

方
々
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
対
し
ま

し
て
、
心
か
ら
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
復
興
と
な
り

ま
す
よ
う
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

新
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
発
足
し

て
、
六
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
各
種

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
向
上
・
合
理
的
効

率
的
な
運
営
と
な
る
よ
う
、
前
会
長
を
は

じ
め
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ま

が
図
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
及
び

諸
事
業
に
対
し
ま
し
て
も
、
ご
理
解
ご
協

力
を
多
く
の
皆
様
方
か
ら
頂
き
、
皆
様
方

と
の
想
い
出
を
胸
に
退
任
出
来
ま
す
こ
と

に
万
服
の
幸
せ
を
感
じ
さ
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
ご
発
展
と

市
民
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
心
豊
か
な
日
々

を
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
意
を
尽
く
し
ま
せ
ん
が
退
任
の
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

平　

田　

重　

光

ワ
ー
ク
の
強
化
、そ
し
て
、「
さ
さ
え
あ
い
・

た
す
け
あ
い
」
が
日
常
的
に
行
わ
れ
る
よ

う
地
域
に
根
ざ
し
た
自
立
支
援
事
業
を
積

極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
役
職
員
一
丸
と
な
り
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
展

開
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
市
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　

内　

田　

親　

秀

退 任 の 挨 拶 就 任 の 挨 拶

し
、
三
期
六
年
間
に
亘
り
社
会
福
祉
協
議

会
の
創
成
期
基
盤
づ
く
り
の
重
責
を
担
わ

せ
て
頂
き
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
全
力
を

尽
く
し
、
そ
の
職
責
を
果
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
そ
の
間
、
市
民
皆
様
に
は
社
会
福

祉
協
議
会
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
地
域
福
祉
の
推

進
が
出
来
ま
し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
深
甚

の
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
会
員
制
度
に
よ

る
賛
助
会
費
の
お
願
い
を
申
し
上
げ
、
多

く
の
皆
様
方
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、

こ
の
貴
重
な
財
源
を
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活

動
事
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
活
動

事
業
等
へ
活
用
し
、「
さ
さ
え
あ
い
・
た

す
け
あ
い
」
で
繋
が
る
地
域
福
祉
の
推
進

れ
成
果
を
収
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
日
の
私
達
の
生
活
を
取
り
巻
く
環
境

や
地
域
社
会
は
、
大
き
く
変
わ
り
、
市
民

の
皆
様
の
抱
え
る
生
活
課
題
等
も
更
に
多

様
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
本

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、『
地
域
福
祉

の
推
進
を
図
る
団
体
』
と
し
て
多
様
化
す

る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、
地
域
福
祉
推

進
事
業
や
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実
を
図
り
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
福
祉
委
員
、
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
、民
生
委
員
児
童
委
員
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
等
と
の
連
携
に
よ
り
地
域
ネ
ッ
ト
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笑
顔 

と 

ま
ご
こ
ろ 

を 

届
け
る

サ
ー
ビ
ス
の

訪
問
介
護

介

の紹

　

今
回
は
、
在
宅
で
安
心
し
て
暮
せ
る

よ
う
、
ま
た
、
生
活
を
よ
り
豊
か
に
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
訪
問
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
紹
介
で
す
。

　

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
介
護
福

祉
士
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
の
あ

る
訪
問
介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

が
利
用
者
の
自
宅
を
訪
問
し
て
、入
浴
、

排
泄
や
食
事
介
助
等
の
身
体
介
護
、
調

理
、
洗
濯
や
掃
除
等
の
生
活
援
助
、
そ

の
他
日
常
生
活
等
に
関
す
る
相
談
、
助

言
等
を
行
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

で
き
る
ま
で
の
流
れ

サ
ー
ビ
ス
の
様
子

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

①
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と

相
談
し
て
訪
問
介
護
事

業
所
を
選
び
ま
す
。

②
自
宅
で
担
当
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
を
中
心
に
、
利

用
者
、
ご
家
族
や
事
業

所
が
集
ま
り
、
支
援
内

容
を
決
め
ま
す
。

③
訪
問
介
護
事
業
所
は
、
支

援
内
容
に
沿
っ
て
介
護

計
画
書
を
作
成
し
ま
す
。

④
介
護
計
画
書
に
沿
っ
て

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

訪問介護
計画書

利用者のご自宅へ訪問介護員が伺います

利用者の体調や生活の様子をお聞きします

身　

体　

介　

護

（
食
事
、
排
泄
、
入
浴
な
ど
の
介
助
）

生　

活　

援　

助

（
調
理
、
掃
除
な
ど
の
援
助
）

ご
利
用
者
の
身
体
状
況
に
合
っ
た
、

入
浴
や
食
事
の
介
助
を
行
い
ま
す

ご
利
用
者
に
代
わ
っ
て
、
ま

た
一
緒
に
日
常
生
活
に
必
要

な
家
事
を
行
い
ま
す

入
浴
介
助

調
理
の
援
助

食
事
介
助

利
用
者
の
ご
自
宅
に
向
け
て
出
発
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H o m e  h e l p  s e r v i c e s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
訪
問

介
護
事
業
所
で
は
、
介
護
保
険
事

業
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て

い
ま
す
。　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
サ
ー
ビ
ス

○
居
宅
介
護

　

障
害
者
の
方
の
ご
自
宅
に
伺
い
、

身
体
介
護
や
家
事
援
助
を
行
い
ま

す
。○

移
動
支
援

　

一
人
で
外
出
が
困
難
な
障
害
者

の
社
会
参
加
活
動
に
付
き
添
い
移

動
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
生
活
管
理
指
導
員
派
遣

　

介
護
保
険
の
対
象
と
な
ら
な
い

高
齢
者
の
方
の
日
常
生
活
上
の
援

助
を
行
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
あ
た
っ
て

の
申
請
及
び
相
談
窓
口
は
、
高
梁

市
役
所
保
険
課
又
は
各
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
等
で
す
。

　

話
好
き
な
母

は
、
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
が
来
ら
れ

る
の
を
心
待
ち

に
し
て
お
り
、

以
前
よ
り
気
分

も
明
る
く
な
り

ま
し
た
。

　

家
族
の
我
々

も
高
齢
者
で
介
護
が
大
変
な
時
も

あ
り
ま
す
。
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
来

て
も
ら
っ
て
本
当
に
助
か
っ
て
い

ま
す
。

　

高
梁
市
内
に
は
訪
問
介
護
事
業

所
が
、
六
事
業
所
あ
り
ま
す
。
利

用
に
つ
い
て
は
、担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

高
梁
市
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

も
訪
問
介
護
事
業
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

ご
家
族
の
声
が
届
き
ま
し
た

高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会

訪
問
介
護
事
業
所

☎ 

二
二

−

七
二
四
四

お問い
合わせは

○
居
宅
介
護

障
害
者
の
方
の
ご
自
宅
に
伺
い
、

身
体
介
護
や
家
事
援
助
を
行
い
ま

す
。○

移
動
支
援

一
人
で
外
出
が
困
難
な
障
害
者

の
社
会
参
加
活
動
に
付
き
添
い
移

動
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
生
活
管
理
指
導
員
派
遣

介
護
保
険
の
対
象
と
な
ら
な
い

高
齢
者
の
方
の
日
常
生
活
上
の
援

助
を
行
い
ま
す
。

障
害
者
自
立
支
援
法
の
サ
ー
ビ
ス

ヘルパーのおすすめレシピ

ふわふわ卵の野菜あんかけ
残りの物の野菜でこんな料理ができます

☆材料  ２人分☆

卵………………………２個
かにかまぼこ………５０ｇ
にら……………………５本
もやし………………２０ｇ
だしの素………………小１
サラダ油………………大１
塩、コショウ…………少量
砂糖……………ひとつまみ
水溶き片栗粉…………少量

☆作り方☆
①卵は割りほぐし、大さじ２
杯のだし汁を加える。

②かにかまぼこは２cm 幅に
切り、にらはざく切りにす
る。

③フライパンに油を入れ、熱
し卵液を流し半熟状に火を
通し、器に盛る。

④③のフライパンでかにかま
ぼこ、もやし、にらを炒め
大さじ２杯のだし汁と塩、
コショウ、砂糖を加え水溶
き片栗粉でとろみを付け、
③の卵にかける。

○かにかまぼこや
野菜などの食材
を小さく切ると
飲込みやすく食
べやすい

○水溶き片栗粉を
加えることで卵
がフワフワとや
わらかい

ポイント
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サふれあい    ロン活動
今年度も積極的に支援します

　
　
　

ふ
れ
あ
い
和
み
サ
ロ
ン

　
　
　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン

松原町

川面町

二
月
二
十
五
日
、
会
員
八
人
が

集
会
所
に
集
ま
り
、
絣
布
の

※

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
や
カ
レ
ン
ダ
ー
、

広
告
紙
を
材
料
と
し
た
傘
を
作
り

ま
し
た
。

　

細
や
か
な
手
作
業
で
悪
戦
苦
闘

し
つ
つ
も
、
会
員
み
ん
な
で
助
け

合
い
な
が
ら
、
可
愛
ら
し
い
フ
ク

ロ
ウ
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
と
色
と
り

ど
り
の
傘
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

同
サ
ロ
ン
で
は
、
手
打
ち
そ
ば

を
作
っ
て
食
べ
た
り
、
七
夕
や
お

月
見
な
ど
の
季
節
の
行
事
を
行
っ

た
り
と
会
員
が
楽
し
め
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

三
月
三
日
、
川
面
地
域

市
民
セ
ン
タ
ー
に
会

員
十
九
人
が
集
ま
り
、
平

成
二
十
二
年
度
の
活
動
に

つ
い
て
反
省
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
ひ
な

祭
り
で
、
席
の
中
心
に
お

雛
様
を
飾
り
、
大
正
琴
の

演
奏
で
『
ひ
な
ま
つ
り
』

の
歌
や
童
謡
、
唱
歌
な
ど

を
参
加
者
全
員
で
歌
い
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
交
流
、
ふ
れ
あ
い
、
仲
間

づ
く
り
を
目
的
と
し
、
平
成
二
十
二
年

度
か
ら
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

月
一
回
集
会
所
に
集
ま
り
、
手
芸
や

季
節
の
行
事
、
情
報
交
換
な
ど
、
楽
し

く
和
気
あ
い
あ
い
と
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

二
十
三
年
度
は
、
一
人
で
も
多
く
の

人
を
誘
っ
て
、
ま
た
、
よ
り
充
実
し
た

サ
ロ
ン
活
動
が
出
来
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
サ
ロ
ン
は
、人
と
の
ふ
れ
あ
い
で
『
ほ
っ

と
』
な
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら
う
よ
う
、
昨
年

七
月
か
ら
始
め
た
サ
ロ
ン
で
す
。
会
員
は
六
十

歳
か
ら
八
十
六
歳
ま
で
の
幅
広
い
世
代
で
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

簡
単
な
手
芸
や
料
理
、
手
紙
を
書
い
た
り
と

色
々
な
活
動
を
通
じ
て
、
ふ
れ
あ
い
や
交
流
の

場
と
な
り
、
閉
じ
こ
も
り
防
止
や
生
き
が
い
づ

く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

※
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
と
は
…

絵
や
模
様
を
布
や
織
物
で

作
り
壁
掛
け
に
し
た
も
の

代
表
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

代
表
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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●ふれあいサロン事業
　身近な地域の住民が集まって交流したり、ふれあう中で、お互いを尊重し、安心していきいきと（楽
しく）暮らせる地域づくりを進め、閉じこもり予防、生きがいづくり、
介護予防、子育て支援などを行うことです。

●赤い羽根まちづくり福祉活動事業
　本年度から新たに実施する事業で、定例的に行われるふれあいサロン
の活動に、ご近所福祉ネットワーク活動、声かけ・見守り活動、福祉マッ
プづくりなどの活動を加えた場合に助成いたします。

平成２３年度

ふれあい
相談と援助

☆各支所で定例の相談日はありませんが、随時相談に応じます。
☆相談予約や問合せ先は次のとおりです。
　　　高梁本所	☎ 22-7243　　　有漢支所	☎ 57-3218　　　成羽支所	☎ 42-2005
　　　川上支所	☎ 48-9770　　　備中支所	☎ 45-3131
※プライバシーは完全に守ります。お気軽にどうぞ。

種　　　別 心配ごと相談・高齢者サービス相談 身体障害者相談

担当相談員 常任相談員 身体障害者相談員

場　　　所 高梁総合福祉センター 高梁総合福祉センター

時　　　間 10:00～ 15:00 10:00～ 15:00

月／日 ６月１６日（木） ６月２日（木）
７月２１日（木） ７月７日（木）

News
お

せ
ら知

ふれあいサロンの申請を受け付けています

　高梁市社会福祉協議会では、住民相互のたすけあいによる「ふれあいサロン活動」を推進
しています。実施される団体は、助成金申請が必要となりますので申請書の提出をお願いい
たします。
　活動に関する相談や活動費の助成など事業に関すること、また新たに活動に取り組まれる
場合は、地域福祉課又は各支所まで、お気軽にご相談下さい。

Ａプラン……280円 Ｂプラン……420円
天災危険補償タイプもあります。H22.4より改訂  

掛金：

安心を支えます

ボランティア活動中のケガや賠償事故を幅広く補償！

活動場所と自宅
との往復途上の
事故も補償

ケガのための
入院を

事故の日から
180日まで補償

ボランティア自身の
食中毒・熱中症
特定感染症もOK 天災タイプでは

地震・噴火・津波
によるけがもOK

お問合せやご相談は・・・ 
高梁市社会福祉協議会 

本　　所☎22-7243　有漢支所☎57-3218
成羽支所☎42-2005　川上支所☎48-9770
備中支所☎45-3131　まで   
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地 福
報　告

活域 祉 動

　

有
漢
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
じ
さ
い
の
会
は
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
へ
の
支
援
と
し
て
、

毛
布
や
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど
の
救
援
物
資
の
調

達
や
義
援
金
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

会
員
の
善
意
が
込
め
ら
れ
た
義
援
金
の
他
、

持
ち
寄
せ
ら
れ
た
多
く
の
救
援
物
資
は
、
岡

山
県
共
同
募
金
会
等
を
通
し
て
被
災
地
に
送

ら
れ
ま
す
。

　

同
会
で
は
、
遠
く
離
れ
た
岡
山
か
ら
被
災

地
に
対
し
て
今
出
来
る
こ
と
と
し
て
、
今
回

の
活
動
を
行
い
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
地
域

福
祉
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
坂
本
婦
人
部
は
、
地
域
の

七
十
五
歳
以
上
の
独
居
世
帯
と
八
十
歳
以
上
の
高

齢
者
世
帯
を
対
象
に
手
作
り
の
お
弁
当
で
、
配
食

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
高
齢
者
の
健
康
維
持

と
見
守
り
を
目
的
に
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
こ
の

お
弁
当
に
使
わ
れ
る
食
材
は
、
地
域
の
方
々
に
提

供
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
樋
口
フ
サ
江
さ
ん
は
「
お
弁
当
を
受
取

ら
れ
た
高
齢
者
の
方
か
ら
、『
お
い
し
か
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
来
る
の
を
心
待
ち
に
し
て

い
る
』
と
言
葉
を
い
た
だ
く
と
、
今
後
の
活
動
の

原
動
力
に
な
り
ま
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

備
中
地
域
で
は
、
今
年
度
か
ら
布
賀
地
区

の
高
齢
者
等
を
対
象
に
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
か
ら
食
の
自
立
支

援
事
業
の
委
託
を
受
け
て
実
施
し
て
お
り
、

各
地
区
福
祉
の
む
ら
団
体
の
協
力
を
得
て
、

利
用
者
の
方
へ
給
食
を
届
け
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
方
は
「
体
が
不
自
由
な
の
で
、

給
食
が
と
て
も
あ
り
が
た
い
」
と
話
さ
れ
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
は
「
利
用
者
の

笑
顔
を
見
る
と
私
達
も
元
気
に
な
り
ま
す
。

今
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
積
極
的
に
行

い
た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

四
月
二
十
七
日
、
高
梁
市
福
祉
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

会
は
、岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で
運
転
適
性
検
査
を
、

高
梁
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
福
祉
車
輌
の
操
作
方
法
の
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
高
梁
市
福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
に
従

事
し
て
い
る
会
員
が
、
安
全
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
で
き
る

よ
う
に
と
毎
年
総
会
の
前
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
、

会
員
十
五
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
の
日
は
、総
会
に
先
立
ち
、

高
梁
市
福
祉
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
（
中
島
求
会
長
）
か
ら
本

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
、
東
日

本
大
震
災
に
対
す
る
義
援
金

の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
義
援
金
は
、
岡
山
県
共

同
募
金
会
等
を
通
じ
て
、
被
災
地

へ
送
ら
れ
ま
す
。

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

力
を
今
こ
そ

有
漢
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
じ
さ
い
の
会

愛
情
た
っ
ぷ
り
の

お
弁
当
を
ど
う
ぞ

給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
坂
本
婦
人
部

給
食
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

備
中
地
域

　

布
賀
地
区

交
通
安
全
に
努
め
て
い
ま
す

高
梁
市
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

3/23

3/12

4/28

4/27
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高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
を
七

月
か
ら
八
月
の
期
間
で
実
施
し
ま
す
。

▽
対
象
者

　

市
内
へ
在
住
又
は
市
内
に
通
学
し

て
い
る
中
学
生
・
高
校
生
・
大
学

生
▽
内

　

容

　

市
内
の
施
設
及
び
地
域
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
体
験
活
動

　

高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

平
成
二
十
三
年
度
ふ
れ
あ
い
福
祉
講

座
を
次
の
日
程
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
「
ふ
れ
あ
い
福
祉
講
座
」
は
、

少
子
高
齢
化
に
よ
り
一
人
暮
ら
し
、

高
齢
者
世
帯
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、

高
齢
者
や
障
害
者
の
方
が
地
域
で
安

心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、

地
域
住
民
が
福
祉
に
対
す
る
理
解
を

深
め
『
さ
さ
え
あ
い
・
た
す
け
あ
い

が
日
常
的
に
行
わ
れ
る
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
』
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

○
日

　

時

　

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
一
日
（
木
）

　

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
四
時
三
十
分

　

ま
で

○
場

　

所

　

高
梁
総
合
文
化
会
館

○
対

　

象

　

福
祉
委
員
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
関
係
者
等

○
内

　

容

　

福
祉
委
員
体
験
発
表
、
サ
ロ
ン
実

践
発
表
、
講
演
等

　

寝
具
等
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
高

齢
者
な
ど
を
対
象
に
寝
具
洗
濯
乾
燥

消
毒
事
業
を
平
成
二
十
三
年
七
月
と

十
一
月
の
二
回
実
施
し
ま
す
。

▽
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
し
居
住
し
て
い

る
方
で
次
の
条
件
を
満
た
す
方

①
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

②
高
齢
者
の
み
の
世
帯
又
は
こ
れ

に
準
ず
る
世
帯
の
高
齢
者

③
身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
又

は
精
神
障
害
者

　

で
あ
っ
て
、
老
衰
、
心
身
の
障
害

又
は
傷
病
等
に
よ
り
、
寝
具
類
の

衛
生
管
理
が
困
難
な
方

▽
対
象
品
目

　

掛
布
団
、
敷
布
団
、

肌
布
団
、
毛
布（
シ

ン
グ
ル
）の
一
セ
ッ

ト

　

高
梁
市
立
高
梁
小
学
校
児
童
会
様
か
ら
、

高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
用
具
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
用

具
は
、
同
校
が

年
間
を
通
じ
て

ア
ル
ミ
缶
の
収

集
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
そ
の

収
益
金
で
、
購

入
し
た
も
の
で

す
。

　

有
限
会
社
明
光
社
様
か
ら
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑
へ
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

対
応
テ
レ
ビ
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
贈
を

受
け
、
入
居
者

は
大
変
喜
ん
で

お
り
、
ま
た
、

壁
に
掛
け
ら
れ

る
テ
レ
ビ
な
の

で
、
入
居
者
の

姿
勢
改
善
に
も

効
果
が
あ
り
ま

す
。

　

福
祉
委
員
の
任
期
に
つ
い
て
は
原

則
二
年
で
す
が
、
再
任
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
任
期
満
了
や
任
期
途
中

で
福
祉
委
員
を
交
代
さ
れ
た
方
は
、

地
域
福
祉
課
又
は
各
支
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

高
梁
市
立
高
梁
小
学
校
児
童
会

有
限
会
社
明
光
社

3/81/14

お
せ

ら知
News

2011
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

事
業
に
つ
い
て

ふ
れ
あ
い
福
祉
講
座
に
つ
い
て

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒

事
業
に
つ
い
て

寄
贈
あ
り
が
と
うご

ざ
い
ま
し
た

福
祉
委
員
の
交
代
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先

地
域
福
祉
課
☎
二
二-

七
二
四
三

有
漢
支
所　
☎
五
七-

三
二
一
八

成
羽
支
所　
☎
四
二-

二
〇
〇
五

川
上
支
所　
☎
四
八-

九
七
七
〇

備
中
支
所　
☎
四
五-

三
一
三
一
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定
期
人
事
異
動

　
　

（
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
付
）

（　
　

）
内
は
旧
任　

【
異

　
　

動
】

▼
事
務
局
参
事
＝
宮
本
健
二
（
高
梁
市
総

務
部
総
務
課
参
事
）

▼
総
務
課
総
務
係
長
兼
経
理
係
長
＝
中
村

雄
一
（
高
梁
市
総
務
部
総
務
課
）

▼
有
漢
支
所
長
＝
藤
原
俊
孝
（
有
漢
支
所

長
心
得
）

▼
川
上
支
所
主
任
＝
岡
田
幸
子
（
備
中
支

所
主
任
）

▼
地
域
福
祉
課
主
事
＝
渡
辺
美
智
子
（
有

漢
支
所
主
事
）

▼
有
漢
支
所
主
事
＝
光
畑
光
江
（
地
域
福

祉
課
主
事
）

▼
備
中
支
所
主
事
＝
難
波
真
理
子
（
川
上

支
所
主
事
）

▼
介
護
保
険
課
長
兼
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
た
か
は
し
＝
津
村
達
子
（
介
護
保
険

課
長
兼
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
た
か
は

し
管
理
者
）

▼
介
護
保
険
課
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
た

か
は
し
管
理
者
＝
堀
井
恵
美
子
（
介
護

保
険
課
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
び
っ

ち
ゅ
う
管
理
者
）

▼
介
護
保
険
課
主
幹
兼
訪
問
介
護
事
業
所

管
理
者
＝
谷
口
豊
子
（
介
護
保
険
課
訪

問
介
護
事
業
所
管
理
者
）

▼
介
護
保
険
課
巨
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
主
任
兼
生
活
相
談
員
＝
住
吉
悦
子

（
介
護
保
険
課
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
管
理
者
）

▼
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
か
わ
か
み
管
理

者
＝
内
藤
正
枝
（
介
護
保
険
課
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
か
わ
か
み
管
理
者
）

▼
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
か
わ
か
み
主
任

＝
高
下
眞
由
美
（
介
護
保
険
課
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
か
わ
か
み
主
任
）

▼
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
か
わ
か
み
＝
古

米
洋
子
（
介
護
保
険
課
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
た
か
は
し
）

▼
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑
管
理
者

＝
難
波
栄
（
介
護
保
険
課
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑
管
理
者
）

▼
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑
＝
川
上

光
市
（
介
護
保
険
課
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

さ
さ
ゆ
り
苑
）

▼
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑
＝
渡
邉

勤
子
（
介
護
保
険
課
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

さ
さ
ゆ
り
苑
）

▼
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
管
理
者

＝
深
田
純
子
（
介
護
保
険
課
川
上
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
管
理
者
）

▼
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
＝
三
村

里
美
（
介
護
保
険
課
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
兼
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

か
わ
か
み
）

▼
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
兼
い
き

い
き
交
流
館
＝
森
川
京
子
（
介
護
保
険

課
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

▼
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
兼
い
き

い
き
交
流
館
＝
川
上
由
紀
（
介
護
保
険

課
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

▼
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
兼
い
き

い
き
交
流
館
＝
齋
藤
巧
次
（
介
護
保
険

課
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

▼
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
兼
い
き

い
き
交
流
館
＝
三
原
梨
沙
（
介
護
保
険

課
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
兼
い

き
い
き
交
流
館
）

▼
い
き
い
き
交
流
館
兼
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
＝
佐
藤
晴
美
（
地
域
福
祉

課
い
き
い
き
交
流
館
兼
介
護
保
険
課
川

上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

▼
い
き
い
き
交
流
館
管
理
者
兼
川
上
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
＝
川
上
千
鶴
子

（
地
域
福
祉
課
い
き
い
き
交
流
館
管
理

者
）

▼
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
び
っ
ち
ゅ
う
管

理
者
＝
那
須
和
子
（
介
護
保
険
課
巨
瀬

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
幹
兼
生
活

相
談
員
）

▼
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
び
っ
ち
ゅ
う
主

任
＝
河
野
幸
子
（
介
護
保
険
課
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
び
っ
ち
ゅ
う
主
任
）

▼
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
び
っ
ち
ゅ
う
＝

三
村
秀
子
（
介
護
保
険
課
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
た
か
は
し
）

▼
訪
問
入
浴
事
業
所
び
っ
ち
ゅ
う
管
理
者

兼
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
任

兼
介
護
保
険
課
訪
問
介
護
事
業
所
主
任

＝
樽
角
益
子
（
介
護
保
険
課
訪
問
介
護

事
業
所
主
任
兼
訪
問
入
浴
事
業
所
た
か

は
し
）

▼
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
管
理
者

＝
木
城
み
ち
よ
（
介
護
保
険
課
訪
問
入

浴
事
業
所
び
っ
ち
ゅ
う
管
理
者
）

▼
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
任
＝

丸
川
祐
子
（
介
護
保
険
課
訪
問
介
護
事

業
所
主
任
）

▼
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
任
＝

久
保
智
子
（
介
護
保
険
課
備
中
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
任
）

▼
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
任
＝

井
上
晃
宏
（
介
護
保
険
課
備
中
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
任
）

▼
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
任
兼

訪
問
入
浴
事
業
所
び
っ
ち
ゅ
う
主
任
＝

高
橋
ひ
ず
る
（
介
護
保
険
課
備
中
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
任
）

【
新
規
採
用
】

▼
成
羽
支
所
長
＝
杉
本
守

【
退

　
　

職
】　

三
月
三
十
一
日
付

▼
三
村
睦
男
（
成
羽
支
所
長
）

▼
岡
利
子
（
介
護
保
険
課
備
中
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
任
兼
訪
問
入
浴
事
業

所
び
っ
ち
ゅ
う
主
任
）

▼
西
久
保
つ
る
代
（
介
護
保
険
課
備
中
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

【
高
梁
市
へ
復
帰
】

▼
内
岡
龍
己
（
事
務
局
参
事
）

▼
森
本
修
司
（
総
務
課
総
務
係
長
兼
経
理

係
長
）
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社会福祉協議会へのご寄付
ありがとうございました。

　社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ平成 23 年 3 月と 4 月にいただいたご寄付についてお知らせします。
心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
　なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

23 年 3 月〜 4 月

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》	

金
一
封	

中
間
町	

福
田

　

直
義

	
	（

故
・
フ
ミ
様
）

金
一
封	

中
井
町	

東

　
　

哲
也

	
	（

故
・
晴
夫
様
）

金
一
封	

落
合
町	

西
江

　

嘉
展

	
	（

故
・
愈
雄
様
）

金
一
封	

川
面
町	

宮
田

　

和
明

	

（
故
・
二
美
恵
様
）

金
一
封	

川
面
町	

仁
子

　

滋
博

	

（
故
・
ヤ
ス
ノ
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

畑
井

　

静
香

	
	（

故
・
清
範
様
）

金
一
封	

松
原
町	

山
形

　

義
郎

	
	（

故
・
孝
子
様
）

金
一
封	
巨
瀬
町	

長
谷
川
末
治

	
（
故
・
ヤ
ス
コ
様
）

金
一
封	

川
面
町	

藤
本

　

敏
江

	
	（
故
・
千
歳
様
）

金
一
封	

川
面
町	
宮
本

　

政
光

	
	（

故
・
亀
吉
様
）

金
一
封	

鍛
冶
町	

赤
井

　

広
志

	
	（

故
・
静
江
様
）

金
一
封	

玉
川
町	

石
田

　
　

健

	
	（

故
・
フ
メ
様
）

金
一
封	

高
倉
町	

横
見

　

信
男

	
	（

故
・
里
子
様
）

金
一
封	

川
面
町	

柴
倉
加
寿
子

	
	

（
故
・
清
様
）

金
一
封	

落
合
町	

松
下

　

正
夫

	

（
故
・
多
津
代
様
）

金
一
封	

川
面
町	

伊
達

　

妙
子

	
	（

故
・
成
男
様
）

金
一
封	

下　

町	

大
久
保
道
治

	
	

（
故
・
豊
様
）

金
一
封	

中
井
町	

中
村

　
　

誠

	
	（

故
・
茂
代
様
）

金
一
封	

津
川
町	

藤

　
　

和
男

	

（
故
・
千
代
乃
様
）

金
一
封	

津
川
町	

伊
山

　

雅
之

	
	（

故
・
良
一
様
）

金
一
封	

原
田
北
町	

山
川

　

信
子

	
	

（
故
・
稔
様
）

金
一
封	

津
川
町	

田
井

　

葉
子

	
	

（
故
・
明
様
）

金
一
封	

中
井
町	

小
林

　
　

悟

	
	

（
故
・
博
様
）

金
一
封	

御
前
町	

杉
井

　

幹
治

	
	（

故
・
敏
子
様
）

金
一
封	

川
面
町	

中
島

　
　

一

	
	（

故
・
岩
蔵
様
）

金
一
封	

玉
川
町	

真
野

　

咲
恵

	
	

（
故
・
旭
様
）

金
一
封	

松
原
町	

小
塚

　

幸
枝

	

（
故
・
植
野
信
子
様
）

金
一
封	

松
原
町	

森
安

　
　

幸

	
	（

故
・
健
一
様
）

金
一
封	

落
合
町	

山
﨑

　

一
広

	
	（

故
・
惠
子
様
）

金
一
封	

松
原
通	

松
本

　

知
之

	

（
故
・
和
太
郎
様
）

金
一
封	

倉
敷
市	

丸
橋

　
　

智

	
	

（
故
・
確
様
）

金
一
封	

浜　

町	

浅
野

　

正
昭

	
	（

故
・
和
子
様
）

金
一
封	

川
端
町	

廣
兼
み
ど
り

	
	（

故
・
道
則
様
）

金
一
封	
南　

町	

渡
辺

　

秀
樹

	
（
故
・
美
佐
子
様
）

金
一
封	

落
合
町	
吉
岡

　

隆
則

	
	（

故
・
時
史
様
）

金
一
封	

落
合
町	
出
形
知
惠
子

	
	（

故
・
弘
康
様
）

金
一
封	

落
合
町	

西
井

　

三
郎

	
	

（
故
・
登
様
）

金
一
封	

落
合
町	

土
田

　
　

勇

	
	

（
故
・
貞
様
）

金
一
封	

倉
敷
市	

原
田

　
　

茂

	
	（

故
・
竹
夫
様
）

金
一
封	

松　

山	

津
野
辺
勝
美

	

（
故
・
八
重
子
様
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封	

津
川
町	

藤

　
　

和
男

	

（
故
・
千
代
乃
様
）

金
一
封	

津
川
町	

伊
山

　

雅
之

	
	（

故
・
良
一
様
）

金
一
封	

津
川
町	

田
井

　

葉
子

	
	

（
故
・
明
様
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封	

川
面
町	

宮
田

　

和
明

	

（
故
・
二
美
恵
様
）

金
一
封	

川
面
町	

藤
本

　

敏
江

	
	（

故
・
千
歳
様
）

金
一
封	

川
面
町	

宮
本

　

政
光

	
	（

故
・
亀
吉
様
）

金
一
封	

川
面
町	

柴
倉
加
寿
子

	
	

（
故
・
清
様
）

金
一
封	

川
面
町	

伊
達

　

妙
子

	
	（

故
・
成
男
様
）

金
一
封	

川
面
町	

中
島

　
　

一

	
	（

故
・
岩
蔵
様
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封	

巨
瀬
町	

畑
井

　

静
香

	
	（

故
・
清
範
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

長
谷
川
末
治

	

（
故
・
ヤ
ス
コ
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

清
水

　
　

明

	
	（

故
・
仁
史
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

大
森

　

強
至

	
	

（
故
・
都
様
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封	

中
井
町	

東

　
　

哲
也

	
	（

故
・
晴
夫
様
）

金
一
封	
中
井
町	

小
林

　
　

悟

	
	

（
故
・
博
様
）

《
玉
川
地
区
》

金
一
封	

玉
川
町	

石
田

　
　

健

	
	（

故
・
フ
メ
様
）

金
一
封	

玉
川
町	

野

　

隆
夫

	
	（

故
・
絹
江
様
）

《
宇
治
地
区
》

金
一
封	

宇
治
町	

赤
井

　

広
志

	
	（

故
・
静
江
様
）

《
松
原
地
区
》

金
一
封	

松
原
町	

森
安

　
　

幸

	
	（

故
・
健
一
様
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封	

落
合
町	

西
江

　

嘉
展

	
	（

故
・
愈
雄
様
）

金
一
封	

落
合
町	

金
久

　
　

磐

	
	（

故
・
久
野
様
）

金
一
封	

落
合
町	

西

　
　

久
良

	

（
故
・
龍
三
郎
様
）

金
一
封	

落
合
町	

谷
本

　

尚
也

	
	

（
故
・
保
様
）

金
一
封	

落
合
町	

福
本

　

憲
志

	

（
故
・
ウ
マ
ヨ
様
）

金
一
封	

落
合
町	

山
﨑

　

一
広

	
	（

故
・
惠
子
様
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封	

有　

漢	

上
森

　

和
昭

	

（
故
・
ク
ニ
エ
様
）

金
一
封	

有　

漢	

石
田
須
磨
子

	
	

（
故
・
萠
様
）

金
一
封	

有　

漢	

久
保

　

初
恵

	
	

（
故
・
榮
様
）

金
一
封	

有　

漢	

松
田

　

圭
司

	
	

（
故
・
昭
様
）

金
一
封	

上
有
漢	

梁
田

　
　

艶

	
	（

故
・
義
之
様
）
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この広報誌は再生紙を使用しています。

山々
の
緑
も
色
濃
く

な
り
、
気
候
も
落

ち
着
き
、
過
ご
し

や
す
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
の
あ
ち
ら
こ
ち

ら
の
田
ん
ぼ
で
は
、
田
植
え

の
光
景
が
見
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

紙
面
で
お
知
ら
せ
し
て
お

り
ま
す
と
お
り
、
本
市
社
会

福
祉
協
議
会
の
役
員
改
選
、

人
事
異
動
等
に
よ
り
新
た
な

体
制
の
下
で
、
地
域
福
祉
活

動
計
画
策
定
や
市
全
体
で
の

福
祉
委
員
連
絡
会
の
設
立
、

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

市
域
内
で
の
連
絡
会
設
立
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

更
な
る
地
域
福
祉
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
、

東
日
本
大
震
災
に
対
し
ま
す

義
援
金
、
救
援
物
資
は
受
付

開
始
と
と
も
に
市
内
の
様
々

な
方
々
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

き
、
岡
山
県
共
同
募
金
会
等

を
通
じ
ま
し
て
被
災
地
へ
送

ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
今
回
の
震
災
に
よ
る
助

け
合
い
の
心
に
よ
っ
て
生
ま

れ
た
支
援
の
輪
は
国
内
は
も

と
よ
り
国
外
ま
で
広
が
る
大

き
な
輪
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
常
日
頃
か
ら
の
「
さ
さ

え
あ
い
・
た
す
け
あ
い
」
に

よ
っ
て
生
ま
れ
る
地
域
の
支

援
の
輪“
絆
”づ
く
り
の
た
め
、

本
年
度
も
引
き
続
き
各
施
策

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

市
民
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

編 

集後 

記

金
一
封	

有　

漢	

北
山
佐
智
子

	

（
故
・
五
十
崎
し
ず
ゑ
様
）

金
一
封	

有　

漢	

島
田

　

孝
史

	
	

（
故
・
力
様
）

金
一
封	

有　

漢	

保
田

　

良
夫

	

（
故
・
美
代
子
様
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封	

成　

羽	

山
本

　

悦
子

	
	（

故
・
睦
夫
様
）

金
一
封	

成　

羽	
岩
本

　

光
世

	
	（

故
・
幸
久
様
）

金
一
封	

成　

羽	

難
波

　

秀
彰

	
	（

故
・
英
夫
様
）

金
一
封	

小　

泉	

土
谷

　

智
之

	
	（

故
・
利
夫
様
）

金
一
封	

倉
敷
市	

堀

　
　

幸
夫

	

（
故
・
イ
キ
ミ
様
）

金
一
封	

成　

羽	

松
北

　

淑
子

	
	

（
故
・
里
様
）

金
一
封	

小　

泉	

清
水

　

敬
治

	

（
故
・
ト
シ
エ
様
）

金
一
封	

下
日
名	

黒
川

　

敏
平

	

（
故
・
茂
登
夫
様
）

金
一
封	

成　

羽	

河
内

　

正
道

	

（
故
・
キ
ミ
エ
様
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封	

成
羽
町	

竹
井

　

宣
子

	

（
故
・
妹
尾
武
夫
様
）

金
一
封	

地　

頭	

増
田

　

義
則

	

（
故
・
千
代
香
様
）

金
一
封	

三　

沢	

鈴
村

　

久
治

	
	

（
故
・
勉
様
）

金
一
封	

地　

頭	

内
藤

　

政
一

	

（
故
・
恵
美
子
様
）

金
一
封	

仁　

賀	

宮
田
千
代
子

	
	（

故
・
祐
吉
様
）

金
一
封	

三　

沢	

深
田

　

啓
治

	
	（

故
・
佳
助
様
）

金
一
封	

仁　

賀	

石
井

　

寿
昭

	

（
故
・
貴
美
子
様
）

金
一
封	

領　

家	

川
上

　

晴
吾

	
	（

故
・
晶
平
様
）

金
一
封	

地　

頭	

藤
田

　

勉
正

	

（
故
・
キ
ミ
コ
様
）

金
一
封	

岡
山
市	

山
本

　

良
子

	
	（

故
・
勝
則
様
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封	

布　

賀	

平
松

　

行
治

	
	

（
故
・
稔
様
）

金
一
封	

西
油
野	

田
邉

　

博
志

	

（
故
・
喜
志
夫
様
）

金
一
封	

布　

賀	

藤
原

　

正
夫

	
	（

故
・
信
幸
様
）

金
一
封	

布　

瀬	

松
井

　

秀
樹

	
	（

故
・
徹
郎
様
）

【
一
般
寄
付
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封	
	
匿

　
　
　

名

（
社
会
奉
仕
と
し
て

第
320
回
、321
回
、322
回
、323
回
目
）

金
一
封	

中
井
町	

宮
本

　

澄
子	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

十
万
円	

松
原
町	

平
田

　

重
光

（
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
退
任
に
あ
た
り
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封	

津
川
町	

三
村

　

睦
男

（
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会

退
職
に
あ
た
り
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封	

中
井
町	

丸
山

　

和
夫

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

中
井
町	

宮
本

　

澄
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封	

上
有
漢	

荒
田

　

祐
吉

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

有　

漢	

難
波

　

政
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

有　

漢	

森
本

　
　

寛

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

有　

漢	

藤
井

　
　

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

有　

漢	

畠
木

　

勝
己

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

有　

漢	

時
国

　

澄
江

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

有　

漢	

藤
井

　

雪
江

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封	

高　

山	

渋
川

　

紘
一

	

（
火
災
見
舞
い
お
礼
と
し
て
）

金
一
封	

仁　

賀	

新
屋

　

隆
三

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

十
万
円	

地　

頭	

森
下

　

昌
昭

（
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会

副
会
長
退
任
に
あ
た
り
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封	

西
油
野	

戸
川

　

正
雄

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	
東
油
野	

中
井

　

太
一

	
（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	
西
油
野	

三
村
サ
ダ
ヨ

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

東
油
野	
平
井

　

幸
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

西
油
野	

田
村
ス
ミ
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）
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